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上北沢桜並木通信 第 23 号 
 

上北沢の桜並木街区の歴史 

「歴史が景観に命を吹き込む」という言葉があります。上北沢桜並木街区は、世田谷区の
「せたがや百景」や「地域風景遺産」として選定されています。しかし、桜並木と斜線の
道路による特徴的な街区の歴史については、なぜか、地元のみならず、行政や学会などで
も知られてきませんでした。 
上北沢桜並木街区は、１９２３（大正１２）年の関東大震災の直後、木村泰治という第

一土地建物株式会社の社長（台湾土地建物会社の出資で設立）が造成したものです。 
当時、帝都復興院総裁は後藤新平で、震災復興のため大胆な区画整理などを実行し、東

京を世界的な街にしようと力を注いでいました。後藤は台湾時代に木村と面識があり、木
村が、台北市が災害に見舞われた後、たちまちに「大正町」という初めての郊外住宅地を
開発したことを知っていました。 
東京の郊外住宅地の歴史の中で、上北沢は新町（現在の深沢七・八丁目）と田園調布に

続いて古い住宅地で、その後、大泉学園、小平学園、成城学園などの住宅の分譲が始まり
ました。上北沢の住宅地とライフスタイルはその後の私鉄の発展に伴う東京の郊外住宅地
の先駆となったのでした。 
上北沢桜並木街区は桜並木を中心に左右対称に約４５度の角度で四本の道路が延びると

いう比類のない特徴をもっています。この点について木村は、「それまで、私の台湾の町づ
くりは、みな碁盤の目にこしらえて、対角線の大道路をつくることをしなかった。これは
やはり弊害もあることがわかっていたので、北沢（現在の上北沢）の場合はどうしようか
と、一週間ばかりの間、北沢の地図を銀座の事務所の机の上において、毎日睨んでは考え
ていた。が名案は仲々浮かんで来ない。」そうしたところ、友人から、「『端から端に、斜め
に対角線を引いて、それを幹線にしたらどうです。』。私はハッと思った。これは名案だ。
どうしてこんな簡単なことに気づかなかったのか。こうして北沢の町はでき上り、立派に
開けた。」と記しています。 
木村がなぜ斜線の道路計画をしたかは、街づくりの貴重な叡智としてさらに深く研究さ

れるべきでしょうが、台湾での国際的な経験が上
北沢桜並木街区にも反映し、どこか「日本離れ」
した雰囲気を醸しだしているのです。 
日本では各地に桜並木がありますが住宅地の街

路樹として桜を用いる歴史は意外に浅く、上北沢
はソメイヨシノを「住宅地の」街路樹として用い
た街区として全国でも新町（深沢）に続いて古く、
当時の街区とソメイヨシノの桜並木とほぼそのま
ま現在に遺すものの中で、全国の中でも最も古い
もののとなっています。景観と歴史を総合すると、
上北沢桜並木街区は、間違いなく「郊外住宅地遺
産」と評価されるべき地域であるといえるでしょ
う。（詳しくは、上北沢桜並木会議のホームページ
の「上北沢の周辺とその今昔」を参照ください。
http://www.sakuranamiki.org/past-present.html）［上北沢３丁目在住 石井裕晶 記］ 

 

桜並木『花芽観察会』を行います 
１月３０日(日) １０時～１３時３０分 集合場所:上北沢桜並木昭和信金前 

ご指導いただく方：石井誠治樹木医 ※事前申込みは不要ですので当日お集まり下さい 

平成 22 年 12 月 24 日 上北沢桜並木会議発行 
http://www.sakuranamiki.org/ 

お問い合せ：info@sakuranamiki.org  

↑『読売新聞』大正１３年１１月１９日↑ 

http://www.sakuranamiki.org/
mailto:info@sakuranamiki.org
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上北沢区民センター 文化祭 －１１月６日(土)・７日(日)－ 

 

 

昨年１２月に玉川大学山岡好夫准教授と学生さ

んたちが「ピカス」というシステムで、センサー

を使って中身を計測しパソコンで図解したデータ

による桜木診断の結果と今年９月の石井樹木医に

よる実態調査の報告をしました。調査を実施した

玉川大学の学生さんによる詳しい説明もあり、多

くの方々に上北沢の桜木の現状を詳しく伝えるこ

とができました。 

 

 

 

桜並木会議「会員」の方が資料を提供され、松

沢病院構内の研究所建設の際の発掘調査で出土し

た縄文・弥生・古墳時代の遺跡の紹介をしました。 

この展示で出土の事実を知った方もずいぶんい

ました。とても熱心に研究されている資料提供者

本人の説明は大変好評でした。 

 

 

上北沢にある多くの喫茶店や音楽の練習ができるスタジオなどがあまり知られていない

ので、それらを中心に作成したものです。さらに昔あった水路や街道、歴史に残る建物・

物語なども示しました。 

 

 

①世田谷の昔話（２話）： 

「吉沢(鎌田)のかわうその恩返し」 

「深沢神社の大蛇御輿の話」 

②「ＰＵＦＦ」ビデオ絵本 

③「上北沢の昔の一寸した話」 

この他に「赤とんぼ」「隅田川」などの唱歌に合

わせて作成された影絵などを上映しました。 

「ＰＵＦＦ」ビデオ絵本の地元のバンド‘コイ

ンロファーズ’による素敵な歌と演奏は影絵を盛

り上げていました。ご年配の方から親子連れの述べ６０名ぐらいの方々にご来場いただき、

影絵の美しさと世田谷の昔話は好評でした。 

 

これらの展示と上映会は、多くの方々との交流やご意見を聞くことができる貴重な機会

であり、また桜並木会議の活動の一端と上北沢について多くの方に知ってもらうことがで

き、地域の文化祭にふさわしいものでした。 

パネル１：桜並木の現状 

パネル２：上北沢の遺跡 

パネル３：上北沢のマップ 

影絵ＤＶＤ 
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↑院長先生(右から２人目)とスタッフの方々↑ 

会会会員員員のののおおお店店店紹紹紹介介介   

上北沢動物病院 

住  所：世田谷区上北沢４－２３－２６ 

TEL ０３－３３０２－３２５３ FAX ０３－３３０２－３９３２ 

Ｕ Ｒ Ｌ：http://www.kamikitazawa-ah.com/ 

業  種：獣医師、動物病院、ペット美容室、ペットホテル 

アクセス：上北沢駅 北口出口徒歩３分 上北沢小学校並び 

駐 車 場：病院前にコインパーキング有り 

院 長 名：中山功二先生 

獣 医 師：男性２名 

従業員数：トリマー兼ＡＨＴ４名 

対象動物：犬、猫、鳥、他 小動物 

診察時間：午前９：００～１２：００ 

午後３：００～ ７：００ 

休 診 日：日曜日・祝日（午前中のみ予約診療） 

そ の 他：入院設備有、往診可能、動物医療保険取扱 

歴  史： 

昭和３０年前頃、上北沢３丁目松沢教会の前を経て、

桜並木において前院長 川口武志先生が開院（現ファミリーマート横、現在は＆cafe）。 

平成１４年 川口先生引退後、現院長中山功二先生に引き継ぎ、平成２０年 上北沢４丁

目の現在地に移転（上北沢小学校並び）。 

キャッチフレーズ： 

『みなさまの大切な家族の一員の健康をサポート！』 

『飼育・しつけ・健康相談等お気軽に！』 

桜にかかわる事： 

犬の散歩の時は尿の処理（水をかける等）をする事

で桜の木を少しでも守る事ができるようなので、気

をつけてもらいたいとのことです。 

 

 

 

 

 

 

中山院長談： 

桜並木とは５０年以上のお付き合いがあり、毎年きれい 

な桜を楽しませてもらっています。 

夏の暑さや雨からも防いでくれる桜並木は、これからも 

元気でいてほしいと思います。 

 

 

 
←←「上北沢動物病院」外観 

↑足下のレンガに犬の足跡↑ 
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上北沢桜並木会議とは？ 

上北沢駅前の桜並木は、８０年余前に開発された住宅地に植えられ、その後、地域のシンボルとして､地元の人々

に親しまれながら、近代化の時代の流れの中を生き抜いてきました。 

桜並木を中心とした街区は､昭和５９年には｢せたがや百景｣に､平成１４年には｢世田谷風景づくり条例｣に基づく

｢地域風景資産｣に、選ばれています。  

桜を大切にする心を種として生まれた､上北沢桜並木会議は､地域のコミュニティとしての役割を果たすことをめ

ざしています。 

お問い合せ：info@sakuranamiki.org     連絡先：石井 昭 TEL:3303-1524 

桜並木会議からの 

上北沢桜並木の接木の移植 

小金井公園で育成していた「上北沢の桜の子供

達」が八幡山駅近くの「はらっぱ広場」へ移植さ

れました。 
 
 

世田谷区地域風景資産について 

世田谷区では、地域に風景を守る活動をしている団体が推薦した「地域風景資産」を６

６ヵ所定めています。上北沢桜並木もそのひとつです。 

平成１４年に３６ヵ所、平成１９年に３０ヵ所を選定しました。第３回選定は、平成２

４年を目途に検討しています。皆様の周りに推薦できる風景がありましたら連絡下さい。 

世田谷区都市整備部 地域整備課 都市デザイン TEL:5432-2039 FAX:5432-3043 

上北沢桜並木会議の１年間の活動 

 桜の観察と維持管理 i 
・花芽観察会（２月７日）  ・実態調査（９月１９日） 

・害虫駆除（７月６日）   ・花びら、ガク、落ち葉等の清掃活動（春、秋～冬） 

・「ピカス」による画像診断 ２回目（１２月１９日）：玉川大学山岡准教授ゼミの学生の

方々が自主的に行いました 

 街の活動とともに i 

・上北沢桜まつり（４月３日～４日） ・上北沢区民センター文化祭（１１月６日～７日） 

・上北沢周辺禁煙地区キャンペーン活動（毎月１回） 

 桜の育成（接木）i 

・観察日：４月２６日、６月８日、７月３１日、９月２０日、１２月１３日、１２月２１日 

 上北沢地域の紹介と他地域との交流 i 

・町田市玉川学園町会との懇談会（１２月１２日） ・区職員研修（８月３１日、１２月１３日） 

・国土交通大学研修（９月２９日、１０月７日） 

 地域活動の広報 i 

・テレビ取材（ＮＨＫ朝のニュース：４月１日、ＮＨＫアインシュタインの眼：４月４日） 

・上北沢桜並木通信の発行 ２０号：１月１８日 臨時号：３月１９日 ２１号：７月１０日 

２２号：１０月６日 ２３号：１２月２４日 

 

 

 

 

 

 

 

●桜並木会議が行う月例会(第３火曜日18:30～)・ウィークエンドミーティング(第２日曜･第４
土曜日10時～12時)や行事等に、是非ご参加下さい。会議の場所は上北沢区民センターです。 

●桜並木会議では、活動資金のご協力をお願いしています。 
●桜並木会議の活動状況は、ＨＰ（http://www.sakuranamiki.org/）に出ていますので、
ご覧下さい。 

小金井公園の桜→ 
←八幡山の 

移植場所 

お 知 ら せ 

mailto:info@sakuranamiki.org
http://www.sakuranamiki.org/

